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現代世界に生きる「人間」と「宗教」─再考─
岡田正彦
「わたし」は誰なのか。
このシンプルで根源的な問いにさえ、答えることができない

存在状況に置かれた人間は、その不確定性の故に世界に開かれ
た自由を享受する一方で、逃れがたい不安に直面せざるを得な
い存在でもある。ここに人間が、宗教をふくむ広大な意味体系
を必要とする理由がある。
しかし、現代社会においては「意味」を必要とする人間が、

そのなかで自己と世界を「自然に」位置づけている「像＝世界」
は、かつてないほどに人間の現実存在と乖離し、人は現実経験
よりもシミュレーションのなかに、より「現実的」なリアリティ
を感じている。このバーチャルリアリティに覆われた世界のな
かで、「宗教」は現代人の存在状況に即応した存在意義を主張
できるのか。
この連載では、現代における人間の存在状況を鋭く分析する

諸理論を広く紹介しながら、現代社会における宗教の役割とそ
の可能性について考えていきたい。

新連載執筆のねらい

研究所ホームページのご案内
おやさと研究所にはホームページがあります。（http://

www.tenri-u.ac.jp/oyaken/）
検索サイトで「おやさと研究所」と入力すれば、簡単に

アクセスできます。また、天理大学のホームページの「教育・
研究」の項目からも入れます。
研究所のホームページでは、研究所設立の理念や研究所

員の情報、また定例の研究報告会から伝道や宗教（一般）に
関する研究会の報告などが掲載されています。その他、「公
開教学講座」や「教学と現代」などのイベント開催の情報や
研究所から出版されている書籍の一覧もあります。
本誌『グローカル天理』（2010年以降分）も、ホームペー

ジ上で公開しておりますので、是非ご覧下さい。

原則的に新年度は 1月号からとなっております。購読
料については、送料のみの実費負担です。申し込みは、封
書、FAX、メールでお願い致します（お電話での申し込み
はご遠慮下さい）。毎月の希望冊数と、氏名（フリガナも）、
郵便番号、住所、電話、FAX、E-Mail、職業をお知らせ下
さい。申し込み受付後に振込み用紙を送付致します。切手・
現金でのお支払いはご遠慮くださいますようお願い致し
ます。振込みを確認後、発送させて頂きます。

『グローカル天理』年間購読のご案内

送料（ヤマト運輸メール便）
全国一律、Ａ４（角２）厚さ１cmまで（10冊まで）
82円でお届けします。
11冊以降は 164 円になります。
【例】 
毎月 1～10 冊購読　82円 ×12 カ月＝ 984 円
毎月 11冊～ 購読   164 円 ×12 カ月＝ 1,968 円

問い合わせ先：
〒 632-8510 奈良県天理市杣之内町 1050 
天理大学 おやさと研究所「グローカル天理」編集部
FAX 0743-63-7255  
E-Mail: oyaken@sta.tenri-u.ac.jp

「出前教学講座」申し込み受付
おやさと研究所では教区、教会などの単位で「出前教
学講座」の依頼をお受けしています。
詳細は、担当者佐藤孝則（tasato@sta.tenri-u.ac.jp）
までお問い合わせ下さい。

　第 29回日本生命倫理学会年次大会に出席
堀内みどり

標記大会が、12 月 16 日 17 日、宮崎県にある宮崎シーガイ
アコンベンションセンターで開催された。大会テーマは「臨床
倫理・研究倫理コンサルテーションの現在と未来」。参加でき
なかったが、前日夕刻「宮崎大学医学部附属病院臨床倫理・研
究倫理支援体制見学エクスカーション」があり、臨床の現場で
の取り組みが紹介される「前日プレ企画」が組まれていた。1
日目の午後には特別講演として、写真家でフォトジャーナリス
トの國森康広氏が、「写真が語る、いのちのバトンリレー～被
災地、紛争地、在宅看取りの現場から」と題して講演を行った。
命の有限性と継承性をテーマとして活動する國森氏の講演の後
には、「地域包括ケアと臨床倫理コンサルテーション」をテー
マとして 2人のパネリストによるパネルディスカッションが行
われた。大会では、大会長の記念講演を皮切りに、18のセッショ
ンが組まれ、高齢者医療、生殖技術、ゲノム編集、安楽死、ケア・
介護・福祉などにおける生命倫理をめぐる現代的事例に基づく
発題と生命倫理の概念・生命倫理教育、医療現場での生命倫理
などを扱う発題などがあった。

『グローカル天理』
合本のご案内

2010 年から 2016 年に出版された『グローカル天
理』の合本を頒布しています。これは各１年分（12号分）
を１冊にまとめ、簡易製本したものです（頒価は 200
円）。
研究所事務室に直接お越しいただくか、郵送にて頒布
しています。
合本はご注文を受けて製本しておりますので、研究所
事務室にお越しの際は、必ず事前に電話、FAX、もしく
はEメールでご連絡ください。
（裏表紙に連絡先が記載されています。）


